
 

 

 

 

 

 

 

 創立１５０年記念を機に、林小学校は地域とのつながりが進んでいます。花火大会、お月見天

体観測会、記念式典と大忙しですが、そうした中も新たなチャレンジが進んでいます。まさしく

“やっちゃえ林！”と前に進んでいる感じがします。 

 １１月７日（火）には、水墨画教室と地域のみなさんも参画した授業研究会と大忙しでした

が、その様子を紹介いたします。 

 「創立１５０年記念お楽しみ企画」と、お楽しみ企

画として計画されたのもすごいなと思います。何より

も地域の方と「墨と水でひろがる世界」を楽しもうと

いう先生がいたから生まれてきた企画です。そして、

そうした案をわかりやすく地域へ伝えているこのチラ

シですが、このチラシはまちづくり協議会の広報部の

方が作成されたということで、またまたびっくりで

す。そして、たっぷり楽しんでもらおうと午前２回、

午後２回と計４回の教室を予定し少人数でゆっくり、

たっぷり楽しんでいただけるような配慮も素敵だなと

感じました。 

 最初は先生も、参加された保護者の方や地域の方も

緊張気味のスタートでしたが、時間がたつにつれ、筆

と墨と水にも慣れ、どんどんと筆が動いていくといっ

た感じでした。そんな時、教頭先生が子どもたちを連

れて図工室にやってこられ、まるで参観日の逆バージ

ョンです。参加された方は一瞬緊張感が走りました

が、すぐに笑いがおこり、より和んだ空気になりました。子どもたちにとっても、ふだん自分た

ちが使っている図工室でお母さんや地域の方が真剣に筆を動かしている姿は新鮮だったのだろう

なと感じました。こうしたことが子どもたちの学びを刺激になるのではと思います 
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“やっちゃえ林！”林小学校のチャレンジ！！ 
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出来上がった作品は、校内図工展の時に、「地域ギャラリー」として展示できたらと考えてお

られるようです。大人の学ぶ場として、平日の教室を使っての企画は、今後の地域での学びの拠

点としての学校の役割を考える上での一つの提案ではと考えます。 

当日仕上がった作品をいくつか紹介いたします。参加された方から「墨と

水で楽しむ世界」が広がっていけばいいなと思います。 

 

 

 

 

 

 同じ日に水墨画教室と並行して１年生の授業研究会が開催されました。 

 スクールガードさんと一緒に秋見つけに校区を探検し、見つけたドングリや落ち葉等を使って

遊び道具を作ろうという流れの授業です。どんなものを作るか考えるにあたって、スクールガー

ドさんが作られた遊び道具紹介してもらいながら、自分たちが

作ってみたいものを考えようというのが大まかな流れです。授

業もふだんからよく知っているスクールガードさんの登場と作

られた遊び道具に興味津々で大盛り上がりでした。それよりも

盛り上がったのが、事後研究会にあたる“スクールガードのみ

なさんと先生たちとのおしゃべり会”でした。 

 “スクールガードのみなさんと先生たちとのおしゃべり会”

は、スクールガードさんたちが作られた遊び道具を先生たちも実際に触りながら、「これを使っ

てこんな遊びができそう」「この仕組みはどうなっているの」といった話がスクールガードさん

との間で始まりました。そんな流れのまま、授業の振り返りに入っていき、「あそこではこうし

たらよかったな」とスクールガードさんが次回に向けての感想や提案がありと笑い声がたえない

対話となりました。 

 その中でスクールガードさんからの、「こうした機会を貰ってとっても楽しかった」「久しぶ

りにものを作ってみて面白かった」といったことを聞き先生たち感謝するだけでなく、勇気もも

らえたのではと感じました。そして何よりも、そんな

スクールガードさんが、みんな林小学校の卒業生であ

ることを聞き、地域の中にある、地域の学校という林

校区の強みを感じました。 

 今回参加してみて、林小学校の先生方と地域の方と

の距離の近さにびっくりしました。それも昨年からは

じまった夏休みの地域のみなさんと一緒に地域を探索

する地域探訪が先生方と地域の方との距離を縮めるき

っかけになったのではと思います。 

 また、地域の方から具体的な校区名を出され、その

校区の学校と地域の具体的な取組について聞かれ、地域の方自身が他の校区の「学校と地域のつ

ながった取組」に興味を持っておられるのを強く感じました。    （文責：北本） 

先生とスクールガードさんのおしゃべり会 

 

 


